
災害対策研修会

近年頻発する大規模自然災害では、過去に経験のない被害が発生しています。災害

対策といえば災害救護や支援に注力されることが多いですが、通院や入院している

患者にできるだけ早く通常の医療を提供するという視点も重要です。今回の研修は、

透析室のＢＣＰ（事業継続計画）に役立つ内容を中心に構成し、グループワークによる

「被災時の診療の継続のためのポイント」を加えました。この機会に受講し、災害に対

する備えを整えていただきますようお願いいたします。

対面研修 2026年度

■ お問合せ 公益社団法人 日本臨床工学技士会 ＪＡＣＥ研修センター
ＵＲＬ：https://ja-ces.or.jp/jsc/inquiry/ Email： seminar@ja-ces.or.jp

① お申し込み後の変更や取り消しはお受けできません。

② 会員と非会員で受講料が異なります。申込時の選択の誤りにご注意ください。

③ 修了証は、すべての講義を受講された後、翌月初旬に発行いたします。

④ 受講料の領収書が必要な場合は、“e-プリバド ”より発行してください。

注 意 事 項

開 催 概 要

■会 期 ２０２６年９月１３日（日）

■会 場 ＴＫＰガーデン新大阪

■受講料 会員 9,０００円 非会員 14,０００円

■受講対象者 国家資格を有する医療従事者

              （臨床工学技士および他の医療職種）

■申込方法 当会会員情報システム“e-プリバド ”

https://e-privado.ja-ces.or.jp/ 

よりお申し込み下さい。

■取得単位 「臨床工学技士認定制度」に係る本研修会取得単位は、

10単位となります。
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災害対策研修会

「プログラム」

時間 内容 講師 時間

10:20～10:40 受付（20分）

10:40～11:30
講義１ これまで歩んできた災害対策

を今に伝える

かいべ循環器クリニック

森上辰哉先生
50分

11:30～１２：4０
演習１ ハザードマップによる

リスク把握と対策

災害対策委員長

三井友成先生
60分

12:40～１3:30 休憩（50分）

13:30～16:30 演習２

病院の業務継続と準備・訓練

被災した中で医療を続けるには

・災害時の３つの不足を知る

・業務継続のフローを知る

・災害対策本部の立場で考える

・受援と事前準備について考える

東京都立広尾病院

中島 康 先生

（ファシリテータ）
災害対策委員会

大山 幸男

高根 麻央

村田 清仁

川﨑 路浩

宮坂 広志

白井 勇希

平山 隆浩

小川 晋平

石田 幸博

西村 典史

180分
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